１　件名　第７回コミュニティ審議会 会議録
２　日時　平成１９年３月２２日(木)午後１時３０分～４時３０分
３　場所　市役所 委員会室
　４　出席者　相川征治会長、狼正久委員、川嶋英幸委員、鈴木智子委員、三橋清哉委員、阿部洋己委員、河村栄夫委員、梅谷秀治委員、黒崎康光委員、長岡みつ江委員、内田道子委員、鮫島正子委員・・・（１２名）

　　欠席者　小林勝治委員、海老原乃江委員、南哲子委員、鈴木輝隆委員、・・・（４名）

　　事務局　市長、戸部市民生活部長、海老原コミュニティ課長
小野寺コミュニティ課長補佐、兼子コミュニティ課係長佐久間コミュニティ課主査
　５　概　要
（１）開　会
（２）新たなコミュニティ形成を図る対応策について
　　①八木南地区モデルコミュニティ事業の総括について（中間答申）
　　②その他
（３）閉　会
会議内容
【開　　会】
事務局 　ただいまから、流山市コミュニティ審議会を開会させてい
ただきます。それでは、会長よろしくお願いいたします。

会　長　　本日の出席状況ですが、出席者１２人、欠席者４人であり

まして、流山市附属機関に関する条例第５条の規定に基づき、

半数以上の出席がございますので、会議は成立していることを報告いたします。

　　それでは、早速ですが議題に基づきまして、審議会を進めます。

　八木南地区モデルコミュニティの中間報告について、本日市長に提出いたしますが、委員の皆様からご意見があれば伺いたいと思います。

　なお、提案ですが、答申に向けて原案基礎部会を立ち上げたいことと、今後の審議会･勉強会等のスケジュールを決めたい。（意見交換後、原案起草部会のメンバーを現在の各チームリーダ等５人の委員に決定及びスケジュール（案）を作成）。
　それでは、中間報告として市長に提出したいと思いますがいかがでしょうか。

各委員　異議なし。
（市長入室）
事務局　　市長がお見えになりましたので、八木南地区モデルコミュニティの中間報告書を会長からお渡しいただきます。会長よろしくお願いいたします。

　　　　　(中間報告書を市長に提出)

市　長　　（挨拶並びに中間報告についてのお礼）

事務局　　続きまして、会長からコミュニティ審議会の現在までの活動状況等の報告及びコミュニティ審議会委員の紹介をお願いいたします。会長お願いいたします。

会　長　　(中間報告書に沿って説明、現在までの活動状況報告及び各委員の紹介）

事務局　　会長ありがとうございました。それでは、せっかくの機会でありますので市長と審議会委員との意見交換を行いたいと思います。会長よろしくお願いいたします。

会　長　　それでは、市長と意見交換を行いたいと思います。

　(市長挨拶及び意見交換)

会　長　　それでは、このあと市長日程が詰まっているそうですので意見交換はこの辺で終了したいと思います。本日は市長ありがとうございました。

　　　　(市長退席)

会　長　　　それでは、ここで休憩を挟みます。

　　　　（休　憩）

会　長　　　それでは、議題のその他ということでありますが、各チームの進捗状況を発表願います。

委　員　　（基本条例・協議、流山市の他審議会調査等グループ）

　　　　　　自治基本条例市民協議会での市民意見条例原案への反映の考え方について資料収集。流山市小中学校施設開放状況を事務局で調べてもらった。朝日新聞の投稿欄に掲載されていた町内会の高齢者問題についての投稿です。あと、チームで自分たちの自治会がどういう状況かを調べていきたいと思います。
　　　　　　また、市民協議会の市民意見条例原案への反映の考え方について資料の④の条例原案のたたき台の（案）を⑧のフォーラムに発表説明することになっている。
会　長　　　ありがとうございました。
　　　　　　自治基本条例のメールマガジンに、４人の委員と作成した「新しいコミュニティづくりを目指して」の寄稿が掲載される予定です。
委　員　　（流山市のコミュニティの現状調査グループ）

福祉（ＮＰＯ関係）のヒアリングは、終了したので、「おやこ劇場」とのヒアリングを予定しています。また、ＴＸの区画整理関連の「流山まちづくり」とのヒアリングは終わりましたが、主におおたかの森周辺でハード面だけではなく、しっかりしたまちづくりをしていくためには、どういうコミュニティを作ったら実現するかを専門的に行っている。ただ、私たち審議会で考えているコミュニティとは、少しニュアンスが違うのではないかと感じました。
委　員　　（先進地事例調査グループ）
　　　　　　流山市のコミュニティに対する先進地事例とは、どういうものかというところの壁に当たってしまっている。しっかり足元を固めないと何処に何をヒアリングに行くのか決まらないので、テーマの絞込みを行って行きたい。

会　長　　　都市開発機構のまちづくりに、委員にいってもらったがおおたかの森のまちづくりに当たって、いいコミュニティがほしいなという、やり取りをしてきた。
事務局　　　都市機構で行っているのは、安心安全まちづくりという部所で大学の教授などに参加してもらい協議会的なものを立ち上げている。その意見を聞きながらまちづくりを進めようとしている。もう１つは、福祉関係を含めてのまちづくりも考えている。私が以前お話した、区画整理によって従前のコミュニティが無くなってしまうのではないかという懸念があるので、新たなコミュニティ作りについて行政側も提案していかなくてはならないということです。
委　員　　　１０月までには、おおたかの森に新住民はまだあまり住んでいないので、どういう答申を出せばいいのかを考える必要がある。
　　　　　　そういう意味で委員の提案が参考になればありがたいと思います。

会　長　　　それでは、委員が作成しましたコミュニティ審議会本答申に向けて（参考資料）の説明をお願いします。
委　員　　　１０月に向けてこんなスタイルでと考えています。

　　　　　　（作成資料に沿って説明）

会　長　　　ありがとうございました。
　　　　　　（１０月答申に向けて日程調整）

　　　　　　膨大なこの資料を構成要素として、まとめていきたいと思います。

会　長　　　その他、事務局ありますか。

事務局　　　ありません。

会　長　　　それでは、本日はこれで終了させていただきます。

ご協力ありがとうございました。

【閉　　会】
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